
第20回JFS性科学セミナー

10月５日 １３：００～１７：００

鹿児島市医師会館
※翌６日は第39回日本性科学会学術集会（裏面参照）が開催されます

講 演
青少年の性行動の軌跡：1974～2017年
―「青少年の性行動全国調査」の結果から

片瀬 一男（東北学院大学教養学部）JASE

お問合せ 日本性科学連合（JFS）事務局
info@jfs1996.jp http://www.jfs1996.jp/

性の健康
-平成から令和へ-

日本性科学連合
Japan Federation of Sexology

日本性教育協会（JASE）

日本性感染症学会（JSSTI）

日本性機能学会（JSSM）

日本性科学会（JSSS）

日本思春期学会（JSA）

日本家族計画協会（JFPA）

参加方法
直接、会場にお越しください。
参加費は当日お支払いください。

Ｅ-mail ＵＲＬ

土

会場

性感染症学会における看護職の役割と課題

性機能の立場から性の健康を考える
－Future of sexual health－
World meeting on sexual health 2020へ向けて

平成元年と令和元年の思春期男子

性相談の変遷と現在の課題

佐藤 嘉一（三樹会病院)JSSM

齋藤 益子（東京医療保健大学東が丘・立川看護学部）JSSTI

金子 和子（日本性科学会カウンセリング室）JSSS

今井 伸（聖隷浜松リプロダクションセンター）JSA

座長：早乙女 智子（ルイ・パストゥール医学研究センター研究員）

柳田 正芳（若者世代にリプロヘルスサービスを届ける会）

参加費
●第20回JFS性科学セミナー（10/5）
一般 3,000円
学生 1,000円

●第39回JSSS学術集会（10/6）
一般 5,000円
学生 2,000円

●JFS＋JSSS（2日間）
一般 7,000円
学生 2,500円

●懇親会（10/5 JFSセミナー終了後）
一般 4,000円
学生 3,500円
※会場：PARTY HALL HINATA
（鹿児島市東千石町3-41）

※懇親会終了後20時30分から同会場
にて夜の市民公開講座～TENGA 
Night Special～「お医者さんとみん
なで語る！ 性の健康とマスターベー
ション」が開催されます。
別途参加費3,000円。
司会・講師・ゲストは裏面参照。



9:30～12:10(第1会場）
　第11回GID学会エキスパート研修会
10:00～12:00(第2会場）
　SEE（Sexuality Education & Empowerment） 性教育アカデミー　対話型ワークショップ
　「こんなとき、どうする？ どうみる？ 性にまつわるさまざまなトラブル ～学校現場での被害・加害を中心に」
　進行役：野坂祐子（大阪大学）・吉田博美（駒澤大学）・東優子（大阪府立大学）
13：00～17：00（第1会場）
　第20回JFS（日本性科学連合）性科学セミナー
　　「性の健康　̶平成から令和へ̶」
　　日本性科学連合：日本思春期学会、日本性教育協会、日本性感染症学会、日本性科学会、日本性機能学会
20：30～22：30（PARTY HALL HINATA　鹿児島市東千石町3-41）
　夜の市民公開講座「TENGA Night Special」
　司会：赤谷まりえ（ライター）・内田洋介（学会長）
　講師：福元和彦（福元メンズヘルスクリニック）・早乙女智子（ルイ・パストゥール医学研究センター）・今井伸（聖隷浜松病院）
　ゲスト：小室友里（ラブヘルスカウンセラー）・加藤鷹（Lovers相談室）・桂ぽんぽ娘（落語家）

鹿児島市医師会館
第1会場
大会議室

第2会場
中会議室

9:00~9:10 開会の辞
「HPVワクチンのこれからを考える」
座長：中川昌之(鹿児島大学泌尿器科)
「ＨＰＶワクチン接種後神経障害の実際とその治療」
高嶋博 (鹿児島大学脳神経内科)
「自分で考え自分で決める。HPVワクチンは最高の性教育ツール」
高橋幸子(埼玉医科大学産婦人科)

9:10~10:30
シンポジウム1

「歴史の中のLGBT」
座長：針間克己(はりまメンタルクリニック)
「日本史の中のLGBT（のような人たち）」
三橋順子(明治大学文学部)
「歴史から見つめる鹿児島の性」
東川隆太郎(かごしま探険の会)

「セックスワーク：論じられてこなかった視点とは何か」
座長：東優子（大阪府立大学）
「性産業における<ヘテロセクシュアル男性研究の不在問題>」
赤谷まりえ（編集ライター）
「セックスワーカーのリスク・アセスメントのリテラシー」
要友紀子（SWASH代表）
「セックスワークの世界からみるトランスジェンダーの性」
畑野とまと（トランスジェンダー活動家・TJGP代表）

17:00~17:10 開会の辞

10：40~12:00
シンポジウム2

13：00~14：55
シンポジウム3

「次世代に繋ぐ性科学　～令和の性科学を語る～」
座長：大川玲子（日本性科学会理事長）・柳田正芳（Link-R）
「性のあいもこいもinかごしま」
柳田優依（かごしまピア研究会）
「令和時代のセックスミュージアム：令和の次世代にバトンを渡すために」
イロタカ（セックスミュージアム設立準備委員会）
「これからのSEX界を担う若手は何を考えているのか」
岡野めぐみ（みんなのSEXを考える委員会）

16：00~17：00
ユースセッション

15：05~15：55
特別講演

10：00~10：40
一般演題1

「生と性と死を考える」
～お坊さんが行う中学校性教育授業を通して～
座長：永井敦(川崎医科大学泌尿器科)
演者：古川潤哉(浄土真宗本願寺派　佐賀県伊万里市浄誓寺僧侶）

The 39th Congress for Japan Society of Sexual Science 

第 39回日本性科学会学術集会 新時代の性科学を模索する
～明治維新ゆかりの地にて～

令和元年 10月 6 日 会場 : 鹿児島市医師会館 会長：内田　洋介 医療法人玉昌会高田病院
泌尿器科科長

http://jsss39.umin.ac.jp 

詳しくはホームページで

10：40~11：40
一般演題2

10 月 5 日土

日
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